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フチ無印刷は	
この黒い線まで
伸ばす。	

切れては困る物
はこの水色の線
の内側に配置。	

仕上がり位置。	
この青い線で
カットします。	

A3サイズ　縦	
297×420mm 

※  フチ無印刷をご希望の場合、外側の黒い線まで背景や画像を伸ばして下さい。（右下図参照）	
※  切れては困る絵柄や文字等は、仕上り（青い四角）より2～3mm以上内側（水色の四角の中）に
入れて作成してください。	

※  透過性や半透明、パターンなど変換が正常に出来ない場合があります。	
※  用紙サイズの変更や、トンボの移動、変形などなさらないようお願いします。　	
※  テンプレートを使用してPDFを作成する際は、説明部分を削除してください。また、テンプレート
と同じサイズかどうか確認してください。	
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